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生徒総会開催

６月２９日（月）より通常登校が開始され３週間ほどが経過しましたが、この間、感染症対策を講じ

ながら、授業や部活動等、だいぶ通常の教育活動の場面が見られるようになってきました。５月中に行

われる予定だった生徒総会についても、生徒会を中心とした生徒達や担当の先生方の尽力により、先日

７月１５日（水）に実施することができました。ただ、やはり３密を避けるため、全校生徒を一箇所に

集めるわけにはいかず、生徒は各ＨＲ教室で放送を聴くという形で実施することになりました。

まず田村校長先生から「今の状況でやるべきこ

とに真摯に向き合い努力することが大切」、「自分

の手で学校を創るという意識を持ち、四ツ葉学園

をもっとよくするために、一人一人の生徒が自分

のこととして、この生徒総会に臨んで欲しい」と

あいさつがありました。続いて生徒会長の星野騎

士君（６年）より「この生徒総会を通して、年間

の行事や各機関の運行状況を正会員のみなさんと

審議し、学校の基本的な運営をみなさんと創るこ

とを目的としています。そのため、放送をしっか

りと聴き、審議のほどをよろしくお願いします」

と全校生徒に呼びかけがありました。 生徒会長星野君のあいさつ

続いて議長団を務める櫻井煌誠君（４年）と柏井史哉君

（４年）の進行により、生徒会会則改正、生徒会活動報告

・計画、生徒会会計報告・予算、委員会活動報告・予定、

捕食ルール案など議事についての審議が行われました。審

議方法は、各ＨＲ教室にて各議案毎に生徒に挙手をしても

らい、ＨＲ委員が挙手数のカウントを記録し、総会終了後、

全ＨＲの記録を最終集計、議決を取るというものでした。

校長先生のあいさつ、生徒会長の呼びかけどおり、生徒は

放送に耳を傾け、各議案についてしっかり考え判断をして

いました。

各ＨＲ教室で挙手数をカウント

三者面談について

すでに６年生については三者面談が７月１７日（金）～２２日（水）の日程で実施されていますが、

１～５年生につきましては８月３日（月）～６日（木）の日程で予定されています。学習面、生活面、

進路面等について、短い時間ではございますが、三者で有意義な情報交換、話し合いの場になればと考

えております。ご多用の中とは存じますが、どうぞよろしくお願いいたします。時間、内容、場所等の

詳細については、各学年通信や担任からのお知らせでご確認ください。


